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１．研究計画の概要 
森林植生の窒素吸収は、森林生態系における
土壌―植生系の窒素動態および渓流水質を決
定する上で重要な要因である。土壌－植生系に
おいて植生と土壌の境界にあり、養分吸収を担
っているのが、細根とよばれる直径数mmの植物
根である。細根の寿命は比較的短く入れ替わり
が速いことから、細根動態や窒素吸収の時間変
化は窒素動態に影響を及ぼすと考えられる。し
かし細根の動態や窒素吸収能に関する知見は
非常に限られている。さらに日本の森林では林
床植生が比較的大量に繁茂しているが、林床植
生が窒素動態に果たす役割に着目した研究例
は少ない。そこで本研究では、樹木だけでなく
代表的な林床植生であるササにも着目し、細根
生産量と窒素吸収能を同時に測定することによ
り、森林植生の窒素吸収量の季節変化を明らか
にすることを目的とした。 
 
２．研究の進捗状況 
樹木と林床植生の細根生産および養分吸収の
季節変化パターンの違いを明らかにするために、
冷温帯林の優占樹種であるミズナラの稚樹と代
表的な林床植生であるクマザサを別々に栽培し、
根箱法による細根生産の観測とポット栽培した
個体の硝酸還元酵素活性の測定（葉、3 次根以
下、４次根以上）を行った。細根生産の観測では、
スキャナーを用いて根箱側面を 2 週間間隔で観
測し、画像上で根長を測定した。測定間隔ごと
の根の伸長量を根生産速度とした。また根フェノ
ロジーと地上部フェノロジーの関係を明らかにす
るために、全当年葉の葉面積やクマザサの光合
成速度を測定した。硝酸還元酵素活性の測定
は、根生産の測定とは別に栽培したミズナラとク

マザサを用いて２００８年度～２００９年度の各年
度において、8 月，10 月，2 月，5 月の 4 回行っ
た。根生産速度はミズナラでは 7 月にピークがあ
ったのに対して、クマザサでは 7 月と 10 月の二
山型ピークとなり、異なる季節変化パターンを示
した。ミズナラでは地温と根生産速度の間に非
常に強い相関があったが、クマザサにおいては
地温だけでは説明できなかった。一方、クマザ
サの葉フェノロジーは、初夏に一斉開葉するミズ
ナラとは異なり、当年葉は夏後半に展開した。ま
たクマザサの光合成速度は葉面積変化に同調
して 9 月に最大になった。このことからクマザサ
では夏後半の光合成で獲得した炭素を用いて
10 月に細根生産速度が高まったと考えられた。
葉と 3 次根以下細根の硝酸還元酵素活性は、ミ
ズナラでは夏に高い傾向を示したのに対し、ク
マザサでは 10 月と 2 月に有意に高くなった。こ
の違いも葉や根の生産パターンの違いに起因し
ているものと考えられた。以上のことから、さまざ
まな種が混在する森林生態系においては、根の
生産や機能の季節性は樹木と林床植生では異
なり、根の機能を評価する際には樹木だけでな
く林床植生をも考慮する必要があることが示唆さ
れた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
細根生産や養分吸収能の季節性について林床
植生であるササと樹木で異なる可能性があること
を示すことができた。一方、自然生態系でのトレ
ーサーを用いた養分吸収の評価とシカによるサ
サ食害が細根の生産や機能に及ぼす影響につ
いては、所属機関の変更により当初計画したサ
イトでの調査が難しくなったこともあり、やや遅れ



ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
以下に記した、やや遅れている自然生態系での
観測に重点的に取り組むとともに、統合的に植
生の細根動態および窒素吸収メカニズムについ
て考察する。 
（１）15N トレーサーを用いた窒素吸収量の季節
性の評価 
（２）シカによるササの食害が少ない地域におい
てシカ食害の影響を調べることができなかった
が、長期的にササの刈り取りが行われている場
所において細根量や窒素吸収を測定することに
より、シカによるササ食害を想定した結果が得ら
れることが期待される。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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